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相撲の文化史にみる「伝統」と「近代」 
― 武道の教材研究の試み ― 
The “Modern” and “Tradition” on the cultural history of Sumo: 



































































































































































































































































































































































































らない関係からも、わずか 2 年で解散している。 
 むしろ「伝統の創出」から考える場合、「営業















































































































































































 明治 44 年の春場所には、「十両力士にして事故
なく土俵入に欠席したる者は、地方巡業中の車代
を廃止すべし」という張り紙が貼られた。土俵力
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